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令和７年度 対策部活動計画 
 
１ 活動方針 
     高知県小中学校長会の方針に従い，21世紀に生きる児童生徒の教育環境・諸条件を整えるため，

教育諸条件の改善整備に努めるとともに，主体的な活動に取り組む。 

 

２ 活動の重点 
  （１）県教委に対する提言の取りまとめ 

 

基本方針Ⅰ 「高知家」の全ての子どもたちが、急速に変化する予測困難な今後の社会を生き抜

く力を身につけるための教育の推進 

       
政策１ 個別最適・協働的な学びの一体的な充実に向けた、授業づくりの推進 

政策２ 社会とつながるキャリア教育・職業教育の推進と、それを前提とした進路指導の充実 
政策３ 高知県や我が国の伝統・歴史・文化等を学ぶとともに、グローバル社会で活躍する人材を育成 
政策４ 主体的に社会参画を行い、社会的な課題解決等に取り組んでいく人材を育成 

政策５ 自尊感情や他者への思いやりを育み、自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現の両立を図るための教育の推 
進・指導強化 

政策６ 生涯にわたる心身の健康の保持増進と豊かなスポーツライフの充実 

政策７ 今後の社会を見据えた高等学校改革 
政策８ 就学前教育・保育の質の向上 
政策９ 親育ち支援の充実   

 

基本方針Ⅱ 「高知家」の子どもたちを誰一人取り残さない、多様な背景・特性・事情等を踏ま

えた包摂的な教育・支援の推進 

 
政策１ 切れ目のない特別支援教育の推進 
政策２ 重層的な支援体制の整備・強化による不登校対策の推進 
政策３ 虐待や貧困、ヤングケアラー等の家庭的な事情等による多様な背景を持つ児童生徒の早期発見、組織的な対応 

政策４ 教育費負担の軽減に向けた経済的な支援 
政策５ 地域間格差を解消し、中山間地域等をはじめとする各地域において魅力ある教育を実施 
政策６ 多様な児童生徒や若者が学ぶことができる機会の保障と自立支援 

政策７ 多様な保育サービスの充実 

 

基本方針Ⅲ 「高知家」の誰もが、生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動・取り組

みの推進 

 
政策１ 共に学び支え合う生涯学習・社会教育の推進   
政策２ オーテピア高知図書館を核とした県民の読書環境・情報環境の充実  

政策３ 家庭教育支援の充実 
政策４ 放課後等における子どもたちの安全・安心な居場所づくりや学びの場の充実 
政策５ 私立学校の振興 

政策６ 大学の魅力向上 
政策７ 県民一人一人が文化芸術に親しむ環境づくりの推進 
政策８ 文化財の保存・活用 

政策９ スポーツの振興 

 

基本方針Ⅳ 「高知家」の教育学びの充実に向けた各種施策を総合的・計画的に推進するために、

必要な基礎的・基盤的な環境・体制等の整備 

 
政策１ 教育公務員としての自覚と遵法意識の徹底及び教育職員としての資質・能力の向上 
政策２ 「学校における働き方改革」、「チーム学校の推進・強化」、「教員等の人材確保に向けた取組」の一体的推進 

政策３ 児童生徒・教職員によって安全・安心で、円滑な教育活動等が展開できる環境整備や機運醸成 
政策４ 学校と様々な関係者とで連携・協働して、取組推進や課題解決を図る仕組みの展開・強化 
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  （２）関係諸団体との教育懇談会の実施 

① 高知県教育委員会 

② 高知県市町村教育委員会連合会 

③ 高知県小中学校ＰＴＡ連合会 

④ 高知県小中学校教頭会 

⑤ 高知県公立学校事務研究会 

   

（３）組織の充実・発展等 
         組織の充実・発展のため，会員からの意見集約を行う。 
 

３ 年間活動計画 
 

月 活 動 内 容 備  考  

５  県小中学校長会総会並びに研修会（活動計画案の承認） ５月９日 

６  第１回対策部会（事業計画立案，提言項目･記入用紙確認 等） ６月 日 

７ 第２回対策部会(各支部での提言を持参，集約作成・検討） ７月 日 

８ 

 県校長会と県小中学校ＰＴＡ連合会との教育懇談会 

県校長会と県小中学校教頭会との教育懇談会 
８月４日 

本部役員会（提言書の確認，県教育委員会との日程調整等） 

県校長会と県市町村教育委員会連合会との教育懇談会 
８月６日 

９ 
臨時本部役員会（提言書の修正） 

県公立学校事務研究会との教育懇談会 
９月 18 日 

 

11 
本部役員会（提言書の最終確認） 

県教育委員会と本部役員及び理事との教育懇談会 

11 月７日 

（予定） 

12  研究大会・教育問題研究協議会（教育懇談会報告） 12月５日 

１ 第３回対策部会 

※オンラインもしくはメール等で、教育懇談会の内容整理の最終確認 １月  日 

 

２ 本部役員会及び理事会（年間活動報告・次年度活動計画） ２月19日 

 

 これまで「提言」としてきた内容を、「要望」にするのであれば、どのような内容項目で、どのよう

に要望を整理するのかを、年度当初に検討する。 


